第三十一回全国大会決議案と報告にもとづくの討論の結語

二〇〇四年二月十五日

　中央委員会を代表し、結語をおこないます。

　三日間で五十一人が発言されました。どの発言も決議案を歓迎し、深める立場からのものでした。また、発言を準備されたにもかかわらず、発言できなかった方がたくさんいらっしゃいます。準備された原稿は文書発言としてあつかい、大会の成功に立派に貢献されたものとして、大会決定集にお名前と発言テーマを紹介します。また、その内容は、中央委員会として、今後の活動にすべて生かしていきたいと思います。

大会の何よりの特徴は、報告と討論、そして日本共産党の不破議長の講演を通じて、新しい日本共産党綱領を学ぶ民青同盟の魅力が、実感された大会になったということです。

　とりわけ、未来社会論が、青年に大きな希望をひろげていることが、不破さんの講義の感想でも、大会の討論でも口々に語られました。不況と恐慌からぬけだせず、貧富の格差が激しくなり、利潤第一主義の資本主義がもはや耐用年数がつきてきたのではないか、利潤第一主義が、地球と人類の存続からも限界を迎えているのではないか――青年の失業率が増え続ける一方で、カロー死するほどの長時間労働、さらには、サービス残業が横行する青年の現実、競争競争に追い立てられ、自分の能力や可能性を見つけだしたり、発揮することができない社会のゆきづまり、地球環境の破壊をはじめ、人類と地球の未来に対する閉塞感――青年のなかに、現在と未来への不安と危機感がひろがっているだけに、このことが実感をもってうけとめられました。

そして、生産手段の社会化によって、利潤第一主義の生産でなく、人々の暮らしと社会のための生産にきりかえることで、労働時間の短縮による人間の全面的発達と地球環境をまもり、人類と地球の発展の条件をきりひらくことができる未来社会への展望が、青年に生きる希望をひろげていることは、私たちの確信です。

講義の感想では、「全国の仲間の発言を思いだして、資本主義の矛盾が本当に実感をもってわかった。これまで社会主義・共産主義の未来社会に確信をもっていなかった私だけど、今日、不破さんのお話と全国の仲間の発言を聞いて、次の時代は社会主義しかない！とつよく思った」（東京）、「生産手段の社会化によって、労働時間を短縮して一人ひとりの人間的発達が大切にされるようになる――この部分にもとても魅力を感じました。青年にとって無限に可能性がひらかれる、この未来社会への展望はどんなに希望を与えることができるだろうと思いました」（埼玉）など、確信がたくさんよせられました。

　もう一つ大きな感動と確信をあたえたのが、「人間は自分で自分の歴史をつくる」というマルクスの言葉と、それを証明した二十世紀の世界の巨大な進歩の流れへの確信です。二十一世紀はまだ幕をあけ三年ですが、イラク戦争をめぐって、世界でアメリカ一国中心主義への批判が大きくひろがっているように、この世紀が平和と民主主義を前進させ、人類の巨大な進歩が築かれる時代となる壮大な展望は、私たちを大いに励ましてくれるものです。

　綱領学習の新たな意欲と、青年に語りひろげる決意も語られています。「綱領学習といわれてもなかなかとりくめないでいた私。とてもむずかしそう、読んでもわからなそうという消極的な考えをもっていました。でも、不破さんのお話を聞き、きちんと学習を深め、自分の力にしていきたい。そしてそれを伝えていきたいと感じました」（熊本）、「綱領改定案で、未来社会論の二段階論の誤りの報告を受け、その後、再度、資本論第一巻を読み返しました。資本論で初めて社会主義論にふれたところで『生産手段の社会化』がのべられてあり、そこを見つけたときは感動した」（鳥取）、「『いっしょに動こう、学ぼう、成長しよう』というよびかけがまたれている。綱領をひろげていくことで、『自分で自分の歴史をつくる』生き方を多くの青年に歩んでほしいと思いました。（京都）」など、新鮮な感動と学ぶ意欲があふれた大会となりました。そして、昨日は、ＣＳ放送やビデオをみて、京都・洛南地域で、「資本主義の耐用年数がつきてきたという話は納得できた。社会のことや将来のことを話すことができてうれしかった」と、加盟するなど、全国で十九名の仲間を迎えています。

代議員、評議員のみなさん。新しい綱領と不破議長の講演をすべての班と同盟員が学びつくし、民主的改革の道筋と未来社会の壮大な展望、社会はかわるし、かえられる確信を青年にひろげる活動に、先頭にたって奮闘されることをよびかけるものです。

討論では、人間らしく学び成長することも、人間らしく働くことも、人間らしく生きることも否定されるような青年の深刻な実態がうきぼりにりになりました。とりわけ〝勝ち組〟〝負け組〟を競わされ、青年が心の中、内面まで傷つけられ、自分自身が生きている意味も見いだせない、人間として生きることさえも否定されるところまで、深刻になっていることが明らかになりました。

　そうしたなかでも、青年が平和のエネルギーや前向きな生き方への模索を強めていること、そうした青年にはたらきかけることで、「自分たちの願いや成長をあきらめるのではなく、社会をかえて実現しよう」「社会に流されるのではなく、仲間とともに学び成長したい」と、苦しみをのりこえ、社会進歩の事業に加わる、青年の新しい動きがひろがっていることがしめされました。

福島の代議員は、「ストレスをためて壁をなぐり、こぶしに血をにじませていた」日々のなかで、体をこわして仕事を辞めたけれけど、「泣き寝入りしてはいけない」と労基署に申請して、二年分のサービス残業代を支払わせました。彼は、「同じように過酷な労働に置かれている青年に勇気を与えられるのが民青同盟」だということ、綱領の未来社会論を学ぶことで、「未来とは、暗くて見えないのではなく、まぶしすぎて見えないものだ」と確信をつかんだことを力強く語りました。

新潟の病院班の井村代議員は、「子どものころに『雑魚』といわれ、『勝ち組』になってやろうと必死で勉強して薬剤師になった。でも知識と学力だけでは、患者さんや職員との人間関係が築けず、仕事に悩み、体調を崩して入院した」ことを話しました。そうしたなかで、「しんぶん赤旗」をよんで、社会に目をむけるようになり、民青同盟に加盟し、「民青新聞」や綱領を学んだり、交流することが、「時間がとまってほしいくらい楽しいひとときになっている」と語り、同じ職場の女性を仲間に迎えたことを報告してくれました。

高知の学生代議員は、不況で実家の洋食屋が倒産し、「自分たち家族は、社会の負け組ではずかしいと思っていた。でも、綱領を学ぶなかで、競争社会のもとで、自分たち家族が否定され、人間らしく生きる権利、学び、働く権利さえ奪われていることがわかり、父や自分が悪いのではないとわかってとてもすくわれた。未来社会論の労働時間の短縮による人間の発達の展望は、今まで僕が持てなかった未来への展望をあたえてくれた」と話しました。「民青に入っていることを知られたくない」と学内での宣伝をさけていたけど、綱領の学習やイラク派兵をやめさせたいという思いを話しあったことをきっかけに、宣伝に参加するようになり、班の仲間と学習会を成功させ、仲間を増やした経験を話まし、新歓を成功させ、学部、学科ごとに班をつくる決意を発言しました。

京都・西宇治地域班代議員は、「負け組になりたくない」という一心で仕事をがんばったけども、新入社員ではとてもこなすことができないノルマに心のバランスを崩し会社をやめたことを話しました。綱領を学んで、自分のがんばりだけで打ち破れなかったものが、資本主義の利益第一主義からくる競争至上主義のゆがみであり、これをただしてルールある経済社会を築くとともに、利潤第一主義をのりこえ、生産者が主役の社会をつくる未来社会の展望を学んで、「こういう社会なら自分らしく輝いて仕事ができる」と元気になり、総選挙の弁士として選挙区のなかを訴えに訴えた経験を話しました。そして「ちっぽけな存在でしかなかったはずの自分が社会をかえることに参加していることが、うれしくて、うれしくて仕方ありませんでした。世の中はかえていけると確信を得たことは、大きな意味がありました」と発言しました。

　中国地方の大学班の方は、民青に出会う前はボランティアをしていたけど、「自己満足じゃないかと不安をぬぐえなかった。車いすをゆれないように押すことはできても、段のないスロープをつくることはできないとい思っていた、だから、民青で社会や政治も変えられることをきいて、感動し、加盟した経験を話してくれました。そして、「戦争でも平和でもいい」という大学の友人に、小学校から学校に行けなくなり人が怖かったという友人に、「自分の求める生き方は、あきらめることなく社会を変えていこうとする民青そのものだ」とよびかけると、「自分がかわれるかも知れないし、社会もかわれるかも知れない」と加盟してくれました。さらに、その友だちが憲法学習会に友だちを誘って仲間に迎え、班では「ぬくもりから情熱へ」を目標に、多彩な活動を成功させ、どんどん仲間を迎えたいと発言しました。

どの発言も、心と生き方を否定されるような深刻な実態のなかで、青年がたたかい、学ぶ民青同盟と出会い、現状から抜け出して、社会をかえ、成長する一歩を歩み出すことができる確信に満ちた発言でした。ここには、青年の願いを阻むもの、青年に苦難をしつけるものに対して、全力でたたかってきた、同盟員としての成長の姿があるのではないでしょうか。

人間的成長と豊かな人間関係についても、「あたたかい人間関係」や「悩みを聞いて交流する」ということにとどまらず、出された悩みや要求にどうこたえるのかを真剣に考え実現していく姿、自らが学び社会のゆがみをとらえて打開するためにたたかう姿、一人ひとりの成長に目をむけて学習を通じてともに成長していく姿、そうした活動のなかで同盟拡大で前進する姿が交流され、新しい質の運動がひろがっている手ごたえを感じる討論となりました。

平和と雇用をはじめ、青年の切実な要求を実現のたたかいと、日本共産党綱領を学ぶ活動のなかで、一人ひとりの同盟員、一つひとつの班が、青年にとって頼りになる、たくましい存在へと成長しています。高校生の平和運動は、全校生徒の半数以上が協力してくれた運動や数百人の規模でひろがる署名など、運動が大きくひろがり、平和な世界をつくる大きな力となっています。

民青同盟の値打ちをもっともっと輝かせようと、同盟拡大の努力も交流されました。「出された声に真剣によりそってたたかって実現する」「ひとりぼっちの青年を残さない」「何でも話し合える青年民なの居場所になろう」「民青同盟をいっぱいにして全世界を平和にしよう」など、仲間を増やしたい思いがあふれ、二倍三倍の同盟拡大に挑戦しよう、新しい班をつくっていこうという決意にみちた討論となりました。

地域でたった一人だった鹿児島の代議員が、「民青の言っていることが変なふうに思われたらどうしよう」と思いながら、仕事の悩みや世の中の疑問を話してくれた友だちに、勇気を出して民青同盟に迎えいれたことをきっかけに、身近な友だちや悩んでいる人に、「民青ってやりたいことをする場所なんだよ」と誘えるようになり、班をつくったという発言をはじめ、様々なためらいを学習や要求実現をつうじてのりこえ、同盟拡大にとりくんだ経験が、交流されました。これらの発言は、仲間を増やしたいと思っている同盟員を励まし、青年の願いにこたえる民青の魅力に自信を持って拡大に挑戦したいという思いがひろがっています。

報告で提起した同盟拡大で前進をかちとる方向についても、同盟拡大の大会目標の百人をやりとげた京都西地域協議会は、「一人ひとりの要求や悩みに心をよせ、一人ひとりの成長を大切にすることをつらぬき、そのなかで、みんなが同盟の活動や拡大を自分のこととしてとりくみ、みんなが大切にされる日本を一日も早くつくりたい思いが共通の目標になったからこそ、やりとげることができた」ことを発言しました。加盟した百人の一人ひとりにドラマがあり、一人ひとりが主人公なんだと強調し、さらに大きな民青同盟をつくるために、この六月に地区委員会を再建する決意も語られました。東京の高校生分野で、くり返し世界史の流れをつかむ学習と同盟拡大の議論をおこない、昨年を上まわる同盟員を迎えた経験、福井の高校生が「私のために怒ってくれる人、泣いてくれる人、笑ってくれる人がいて、こんなふうに私を成長させてくれた人がいる場所をひろげたい」と同盟拡大で前進をかちとった経験など、報告の提起した方向でこそ、同盟拡大で大きく前進できることが共通の確信となりました。

この民青同盟の値打ちを一人でも多くの青年にひろげ、要求を実現する力、社会を動かす力、そして、未来社会をつくり、担う力をもった民青同盟へと、前進・飛躍をかちとることが、いまこそ求められている――このことは私たちみんなの実感であり、確信ではないでしょうか。

代議員、評議員のみなさん。

「自分たちの活動、自分たちの思いが書かれている」――この三日間の討論と不破議長の講演をつうじて、たたかい、学び、ともに成長できる民青同盟の値打ち、そのなかで、民青同盟の前進・発展をかちとる方針を明らかにすることができました。二十一世紀の歴史をつくる主役は、私たち青年です。歴史をひらく青年運動と民青同盟の前進をかちとる方針を手にしたいま、この方針をすべての班と同盟員のものにすること、そのことと一体に、たたかい、学ぶ活動をひろげること、すでにはじまっている学生・高校生の新歓運動をはじめ、同盟拡大での前進を、この二月から大きく勝ちとっていくことをよびかけ、討論の結語とします。
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